
徳
島
県
規
則
第
三
十
七
号

徳
島
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
徳
島
県
規
則
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

。
第
十
七
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
徳
島
県
警
察
本
部
の
警
務
部
会
計
課
長
」
を
「
徳
島
県
警
察
本

部
警
務
部
会
計
課
長
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
徳
島
県
東
京
本
部
長
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

徳
島
県
東
海
本
部
長

一

物
産
の
販
売
及
び
購
入
の
あ
つ
せ
ん

二

観
光
の
あ
つ
せ
ん

三

物
産
の
陳
列
展
示
品
の
決
定

四

需
用
費
の
う
ち
食
糧
費
（
賄
材
料
費
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
の
地
方
自
治
法
第
二

百
三
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
支
出
負
担
行
為

五

使
用
料
及
び
賃
借
料
（
徳
島
県
東
海
本
部
の
事
務
所
及
び
公
舎
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ

い
て
の
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
支
出
負
担
行
為

六

徳
島
県
公
有
財
産
取
扱
規
則
に
関
す
る
次
の
こ
と
。

１

第
三
十
七
条
（
第
四
十
六
条
及
び
第
四
十
六
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
る
貸
付
財
産
等
の
基
準
貸
付
料
年
額
（
貸
付
期
間
が
一
年
未
満
の
場
合
は
、
総
額

）
が
一
件
百
万
円
未
満
の
普
通
財
産
等
の
貸
付
け
等

２

第
三
十
八
条
第
三
項
（
第
四
十
六
条
及
び
第
四
十
六
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
普
通
財
産
等
の
貸
付
け
等
の
期
間
の
更
新

３

第
四
十
条
た
だ
し
書
（
第
四
十
六
条
及
び
第
四
十
六
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
貸
付
財
産
等
の
基
準
貸
付
料
年
額
（
貸
付
期
間
が
一
年
未
満
の
場
合
は

、
総
額
）
が
一
件
百
万
円
未
満
の
普
通
財
産
等
の
貸
付
け
等
に
係
る
契
約
内
容
の
一
部
の
省
略

の
決
定

４

第
四
十
一
条
た
だ
し
書
（
第
四
十
六
条
及
び
第
四
十
六
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
貸
付
財
産
等
の
基
準
貸
付
料
年
額
（
貸
付
期
間
が
一
年
未
満
の
場
合

は
、
総
額
）
が
一
件
百
万
円
未
満
の
普
通
財
産
等
の
貸
付
け
等
に
係
る
契
約
の
担
保
又
は
連
帯

保
証
人
の
免
除
の
決
定

５

第
四
十
二
条
第
二
項
（
第
四
十
六
条
及
び
第
四
十
六
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
徳
島
県
行
政
財
産
使
用
料
条
例
第
七
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
延

滞
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
の
特
例
措
置
の
決
定

６

第
四
十
三
条
（
第
四
十
六
条
及
び
第
四
十
六
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
る
普
通
財
産
等
の
貸
付
目
的
等
の
変
更
の
承
認

７

第
四
十
四
条
（
第
四
十
六
条
及
び
第
四
十
六
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
る
普
通
財
産
等
の
貸
付
契
約
等
の
解
除
又
は
使
用
許
可
の
取
消
し

８

第
四
十
五
条
（
第
四
十
六
条
及
び
第
四
十
六
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）



の
規
定
に
よ
る
貸
付
財
産
等
の
返
還
に
関
す
る
事
務
の
処
理

七

別
表
第
二
に
掲
げ
る
事
項

別
表
第
一
徳
島
県
関
西
本
部
長
の
項
第
五
号
中
「
及
び
徳
島
県
名
古
屋
事
務
所
」
を
削
る
。

別
表
第
二
服
務
関
係
事
項
の
項
第
五
号
の
１
中
「
第
五
条
」
を
「
第
五
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
、
「
週
休
日
」
を
「
週
休
日
若
し
く
は
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な

い
日
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
の
１
中
「
指
定
」
の
下
に
「
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
所
属
職
員

の
勤
務
時
間
等
の
決
定
」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
の
二
徳
島
県
東
部
県
税
局
長
の
項
第
六
号
中
「
企
画
総
務
部
長
」
を
「
企
画
総
務
部
広
域
行

政
担
当
部
長
」
に
改
め
、
同
表
東
部
保
健
福
祉
局
長
の
項
第
四
十
七
号
の
７
中
「
同
条
第
二
項
」
を
「
第

二
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
六
十
七
号
の
４
中
「
及
び
同
条
第
二
項
」
を
「
並
び
に
同
条
第
二

項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
六
十
八
号
の
３
中
「
生
活
困
窮
者
一
時
生
活
支
援
事
業
」
を
「
生
活

困
窮
者
居
住
支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
項
第
八
十
八
号
の
５
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

徳
島
県
長
寿
社
会
づ
く
り
支
援
費
補
助
事
業

別
表
第
二
の
二
徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局
長
の
項
第
二
十
二
号
中
２
を
４
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

２

第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
農
業
経
営
改
善
計
画
の
認
定

３

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
農
業
経
営
改
善
計
画
の
変
更
の
認
定
及
び
同
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消
し

別
表
第
二
の
二
徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局
長
の
項
第
二
十
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５

第
三
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
利
用
又
は
提
供

別
表
第
二
の
二
徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局
長
の
項
第
二
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
五

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八

十
八
号
）
に
関
す
る
次
の
こ
と
（
１
、
２
、
４
、
８
及
び
９
に
あ
つ
て
は
、
農
林
水
産
部
鳥
獣
対

策
・
里
山
振
興
課
長
の
専
決
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
。

１

第
九
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
又
は
従
事
者
証
の
返
納
の
受
理
及
び
同
条
第
十
三

項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理

２

第
十
五
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
猟
法
許
可
証
の
返
納
の
受
理
及
び
同
条
第
十
三
項
（

第
二
十
八
条
第
九
項
及
び
第
二
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
る
標
識
の
設
置

３

第
二
十
四
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
販
売
許
可
証
の
返
納
の
受
理

４

第
二
十
八
条
第
五
項
（
第
二
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
る
意
見
書
の
受
理
並
び
に
同
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
鳥
獣
の
生
息
及
び
繁
殖
に
必
要

な
施
設
の
設
置

５

第
三
十
四
条
第
五
項
（
第
三
十
五
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
る
標
識
の
設
置

６

第
三
十
五
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
証
の
返
納
の
受
理

７

第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
狩
猟
免
状
の
返
納
の
受
理

８

第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
狩
猟
者
登
録
証
又
は
狩
猟
者
記
章
の
返
納
の
受
理

９

第
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理

第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
標
識
の
設
置

10



別
表
第
二
の
二
徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局
長
の
項
第
二
十
六
号
中
「
５
に
」
を
「
６
に
」
に
改
め
、
同

号
中
５
を
６
と
し
、
４
を
５
と
し
、
３
を
４
と
し
、
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３

第
二
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
販
売
許
可
証
の
住
所
等
の
変
更
の
届
出
の
受
理
及
び
同

条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
販
売
許
可
証
の
亡
失
の
届
出
の
受
理

別
表
第
二
の
二
徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局
長
の
項
第
二
十
六
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

７

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
猟
区
の
成
績
報
告
書
の
受
理

別
表
第
二
の
二
徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局
長
の
項
第
三
十
一
号
の
２
及
び
３
中
「
に
お
い
て
」
を
「
の

規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
中
第
三
十
四
号
及
び
第
三
十
五
号
を
削
り
、
第
三
十
六
号
を
第
三
十
四
号

と
し
、
第
三
十
七
号
か
ら
第
五
十
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
表
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
長
の

項
第
五
号
の
１
中
「
第
六
条
の
二
第
六
項
」
の
下
に
「
（
第
八
十
七
条
第
一
項
、
第
八
十
七
条
の
四
並
び

に
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
号
の
２
中
「

か
ら
第
三
号
ま
で
」
を
「
又
は
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
の
６
中
「
第
十
八
条
第
二
十
四
項
第
一
号
」
を

「
第
十
八
条
第
十
九
項
（
第
八
十
七
条
第
一
項
、
第
八
十
七
条
の
四
並
び
に
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
の
計
画
が
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適

合
し
な
い
旨
の
通
知
及
び
第
十
八
条
第
三
十
八
項
第
一
号
」
に
、
「
か
ら
第
三
号
ま
で
」
を
「
又
は
第
二

号
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
か
ら
第
三
号
ま
で
」
を
「
又
は
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

十

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三

号
）
に
関
す
る
次
の
こ
と
（
昭
和
四
十
五
年
徳
島
県
告
示
第
百
八
十
一
号
（
建
築
基
準
法
に
基
づ

く
建
築
主
事
の
所
管
区
域
を
指
定
す
る
件
）
の
表
の
備
考
に
掲
げ
る
建
築
物
等
以
外
の
建
築
物
等

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
。

１

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
指
導
及
び
助
言

２

第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定

並
び
に
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付

３

第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定

並
び
に
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付

４

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
是
正
措
置
の
命
令

５

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
又
は
職
員
に
よ
る
立
入
検
査
（
４
に
掲
げ
る

事
項
の
施
行
の
た
め
に
行
う
も
の
に
限
る
。
）

６

第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
及
び
同
条
第
三
項
（
第
三
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知

７

第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定

８

第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収

９

第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
善
命
令

第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消
し

10

別
表
第
二
の
二
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
長
の
項
第
十
一
号
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改

め
る
。

別
表
第
二
の
三
徳
島
県
防
災
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

徳
島
県
立
図
書
館
長

一

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
（
平
成
二
年
徳
島
県
条
例
第
十
一
号
）
に
関
す
る



次
の
こ
と
（
徳
島
県
立
図
書
館
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
。

１

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
施
設
又
は
用
具
の
利
用
の
許
可

２

第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
の
全
部
又
は
一
部
の
免
除

徳
島
県
立
博
物
館
長

一

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
に
関
す
る
次
の
こ
と
（
徳
島
県
立
博
物
館
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
。

１

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
施
設
又
は
用
具
の
利
用
の
許
可

２

第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
の
全
部
又
は
一
部
の
免
除

徳
島
県
立
近
代
美
術
館
長

一

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
に
関
す
る
次
の
こ
と
（
徳
島
県
立
近
代
美
術
館
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）
。

１

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
施
設
又
は
用
具
の
利
用
の
許
可

２

第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
の
全
部
又
は
一
部
の
免
除

徳
島
県
立
文
書
館
長

一

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任

の
全
部
又
は
一
部
の
免
除
（
徳
島
県
立
文
書
館
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

二

徳
島
県
立
文
書
館
協
議
会
に
対
し
て
諮
問
し
、
又
は
建
議
を
受
け
る
こ
と
。

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館
長

一

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
に
関
す
る
次
の
こ
と
（
１
及
び
３
に
あ
つ
て
は
、

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
。

１

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
施
設
又
は
用
具
の
利
用
の
許
可

２

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
観
覧
料
の
徴
収
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
徴

収
並
び
に
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
観
覧
料
及
び
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
の
免
除

３

第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
の
全
部
又
は
一
部
の
免
除

二

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
の
観
覧
料
及
び
使
用
料
徴
収
規
則
（
平
成
二
年
徳
島
県

規
則
第
四
十
九
号
）
に
関
す
る
次
の
こ
と
。

１

第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
観
覧
料
及
び
使
用
料
の
徴
収
の
時
期
及
び
方
法
の

特
例
の
決
定

２

第
四
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
観
覧
料
及
び
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
の
還
付

３

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
観
覧
料
及
び
使
用
料
に
関
し
必
要
な
事
項
の
決
定

三

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
に
お
け
る
電
気
の
調
達
に
係
る
事
務
の
処
理
（
企
画
総

務
部
広
域
行
政
担
当
部
長
の
専
決
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

四

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
の
維
持
及
び
管
理
の
業
務
の
委
託
に
関
す
る
事
務
の
処

理
五

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館
協
議
会
に
対
し
て
諮
問
し
、
又
は
建
議
を
受
け
る
こ
と
。

徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館
長

一

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任

の
全
部
又
は
一
部
の
免
除
（
徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

別
表
第
二
の
三
徳
島
県
立
図
書
館
長
の
項
か
ら
徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館
長
の
項
ま
で
を
削
る

。



別
表
第
三
個
別
事
項
の
項
第
三
号
の
５
、
６
及
び
８
中
「
に
お
い
て
読
み
替
え
て
」
を
「
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
の
３
中
「
許
可
」
の
下
に
「
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

意
見
の
聴
取
」
を
加
え
、
同
号
の
６
中
「
の
設
定
に
関
す
る
裁
定
」
を
「
を
設
定
す
べ
き
旨
の
裁
定
及
び

第
三
十
九
条
第
四
項
（
第
四
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
意
見

の
聴
取
」
に
改
め
、
同
号
の
９
及
び

中
「
第
五
条
又
は
」
を
「
第
五
条
若
し
く
は
」
に
、
「
許
可
及
び

10

」
を
「
許
可
又
は
」
に
改
め
、
同
号
の

中
「
処
分
」
の
下
に
「
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表

11

」
を
加
え
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
農
林
水
産
大
臣
と
の
協
議

13
別
表
第
三
個
別
事
項
の
項
第
二
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
六

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
に
関
す
る
次

の
こ
と
。

１

第
五
条
の
二
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
資
料
の
提
出
、
同
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
及
び
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
助
言
又
は
勧
告
の
受
理

２

第
八
条
第
四
項
（
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
市

町
村
の
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
う
ち
農
用
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
の
同
意

３

第
十
一
条
第
六
項
（
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

審
査
の
申
立
て
の
裁
決

４

第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
う
ち
農
用
地
利
用
計

画
の
変
更
に
関
す
る
指
示
及
び
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
提
出
の
要
求

５

第
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
交
換
分
合
計
画
の
認
可

６

第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
土
地
利
用
に
関
す
る
調
停

７

第
十
五
条
の
二
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
農
用
地
区
域
内
に
お
け
る
開
発
行
為
の
許
可
、
同

条
第
六
項
及
び
第
七
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
並
び
に
同
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
国
又
は
地
方
公
共
団
体
と
の
協

議
８

第
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
違
反
者
等
に
対
す
る
監
督
処
分

９

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
農
用
地
区
域
以
外
の
区
域
内
に
お
け
る
開
発
行
為
に
つ
い
て

の
勧
告
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
従
わ
な
い
旨
等
の
公
表

別
表
第
三
個
別
事
項
の
項
中
第
三
十
六
号
を
削
り
、
第
三
十
五
号
を
第
三
十
六
号
と
し
、
第
三
十
二
号

か
ら
第
三
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
二

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
関
す
る
次
の
こ
と
。

１

第
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
市
町
村
と
の
協
議
及
び
同
意
並
び
に
同
条
第
十
一
項
の

規
定
に
よ
る
農
林
水
産
大
臣
と
の
協
議

２

第
十
六
条
の
二
第
六
項
（
第
十
六
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
る
農
林
水
産
大
臣
と
の
協
議
及
び
同
意
並
び
に
農
業
委
員
会
の
意
見
の
聴
取
並
び
に
第
十

六
条
の
二
第
九
項
（
第
十
六
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

る
通
知
の
受
理

３

第
十
六
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理

４

第
十
六
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
協
力
の
求
め
の
受
諾

別
表
第
三
個
別
事
項
の
項
中
第
三
十
七
号
を
削
り
、
第
三
十
八
号
を
第
三
十
七
号
と
し
、
第
三
十
九
号



を
第
三
十
八
号
と
し
、
第
四
十
号
を
第
三
十
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
十

徳
島
県
希
少
野
生
生
物
の
保
護
及
び
継
承
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
徳
島
県
条
例
第
十
八

号
）
に
関
す
る
次
の
こ
と
。

１

第
二
十
条
第
五
項
（
第
二
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

る
指
定
案
に
つ
い
て
の
意
見
書
の
受
理

２

第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
緩
衝
地
区
内
で
の
行
為
の
届
出
の
受
理

３

第
二
十
七
条
第
一
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
希

少
野
生
生
物
保
護
区
等
の
指
定
等
の
提
案
の
受
理

別
表
第
三
個
別
事
項
の
項
第
五
十
四
号
の
２
中
「
企
画
総
務
部
長
」
を
「
企
画
総
務
部
広
域
行
政
担
当

部
長
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
十
五
号
と
し
、
同
項
中
第
五
十
三
号
を
第
五
十
四
号
と
し
、
第
四
十

二
号
か
ら
第
五
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
十
一
号
を
第
四
十
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
十
一

徳
島
県
希
少
野
生
生
物
の
保
護
及
び
継
承
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
徳
島
県

規
則
第
一
号
）
第
九
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
又
は
従
事
者
証
の
返
納
の
受
理
及
び
同
条
第

九
項
の
規
定
に
よ
る
回
復
し
た
許
可
証
又
は
従
事
者
証
の
返
納
の
受
理

別
表
第
五
そ
の
一
第
四
号
中
「
企
画
総
務
部
長
」
を
「
企
画
総
務
部
広
域
行
政
担
当
部
長
」
に
改
め
、

「

「

「

全
額

十
万
円
未
満

十
万
円
未
満

同
表
そ
の
二
中

を

に
、

三
千
万
円
未
満

千
万
円
未
満

千
二
百
万
円
未
満

」

」

「

全
額

千
万
円
未
満

千
万
円
未
満

を

三
千
万
円
未
満

千
万
円
未
満

に
改
め
る
。

三
千
万
円
未
満

千
二
百
万
円
未
満

」

」

別
表
第
十
二
中
「
徳
島
県
警
察
本
部
の
警
務
部
会
計
課
長
」
を
「
徳
島
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
長

」
に
改
め
る
。

別
表
第
十
三
第
六
号
中
「
徳
島
名
西
警
察
署
、
小
松
島
警
察
署
、
阿
南
警
察
署
及
び
三
好
警
察
署
」
を

「
徳
島
県
徳
島
名
西
警
察
署
、
徳
島
県
小
松
島
警
察
署
、
徳
島
県
阿
南
警
察
署
及
び
徳
島
県
三
好
警
察
署

」
に
改
め
、
同
表
第
八
号
の
１
中
「
か
ら
八
十
三
の
項
ま
で
並
び
に
八
十
五
の
項
」
を
「
、
八
十
一
の
項

並
び
に
八
十
三
の
項
」
に
改
め
、
同
号
の
２
中
「
か
ら
八
十
三
の
項
ま
で
」
を
削
る
。

別
表
第
十
四
徳
島
県
行
政
組
織
規
則
第
五
条
第
二
項
及
び
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
課
（
知
事
戦
略

公
室
及
び
、
徳
島
県
文
化
の
森
振
興
セ
ン
タ
ー
を
含
む
。
以
下
こ
の
表
及
び
次
表
に
お
い
て
「
課
」
と
い

う
。
）
、
徳
島
県
会
計
規
則
別
表
第
三
に
掲
げ
る
出
納
局
会
計
課
の
所
管
す
る
二
号
廨
（
以
下
「
会
計
課

か
い

の
所
管
す
る
二
号
廨
」
と
い
う
。
）
、
徳
島
県
教
育
委
員
会
（
事
務
局
に
限
る
。
）
、
徳
島
県
人
事
委
員

か
い



会
、
徳
島
県
監
査
委
員
、
徳
島
県
労
働
委
員
会
、
徳
島
県
収
用
委
員
会
、
徳
島
県
警
察
本
部
（
警
務
部
情

報
発
信
課
及
び
会
計
課
並
び
に
交
通
部
交
通
指
導
課
に
限
る
。
）
並
び
に
徳
島
県
議
会
の
所
掌
に
属
す
る

歳
入
及
び
歳
入
歳
出
外
現
金
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
務
の
項
の
項
名
中
「
知
事
戦
略
公
室
及
び
、
」
を
「

知
事
直
轄
組
織
知
事
戦
略
局
及
び
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


